
令和７年度ふじのくにＮＰＯ活動支援センター運営業務委託

企画提案募集に関する質問への回答

質問 回答

１

（記載書類：仕様書（案）ページ：３）

1．県単独事業に係る業務

（８）自治会等の地域コミュニティとＮ

ＰＯとの連携・協働事業の支援

活動指標：情報発信 60 件

→Ｒ６年度実施のヒヤリングシートと同

レベルの情報量のものを 60 件という意味

でしょうか？ それとも新たなシートに

よる発信でかまわないでしょうか？

当業務は、最終的に、自治会等の地域コ

ミュニティとＮＰＯとのマッチング及び

両者の連携・協働事業の伴走支援を行う

ものです。このための効果的な情報発信

について、情報量も含め、企画提案して

ください。

２

（記載書類：仕様書（案）ページ：４）

２．国庫補助事業に係る業務

（１）若者・移住者のＮＰＯ参画支援

「プロジェクトの経験者等がアドバイザ

ーとなって、新たにプロジェクトに取組

む若者等をサポートする仕組みづくりを

行う。」

→プロジェクトの経験者等なら誰でもい

いということですね。

お見込みのとおりです。将来、プロジェク

トの経験者等が自立して、新たにプロジェ

クトに取り組む若者等をサポートし、ノウ

ハウ等が共有されていくような効果的な

仕組みづくりについて、企画提案してくだ

さい。

３

（記載書類：仕様書（案）ページ：５）

２．国庫補助事業に係る業務

（１）若者・移住者のＮＰＯ参画支援

「ＮＰＯ向けに若者等の受入ノウハウを

学ぶ機会の提供など、受入プランを立案

するためのノウハウを共有した上で、若

者等とマッチングを行い、円滑な受入れ

に向けて伴走支援する。」

→とても分かりにくい文章なので解説を

お願いします。これまでは、積極的にボ

ランティア受入れを行っている団体への

若者等ＮＰＯ参画支援が主流であったと

思います。「受入れプラン立案」とはどう

いうものを指していますか？ 一般にＮ

ＰＯの活動があって共感する人が参加し

ます。参加したい人のために団体がプロ

グラムを作るという意味でしょうか？

若者等を受け入れるＮＰＯには、多かれ少

なかれボランティア・マネジメントが必要

と考えています。仕様書（案）の「受入プ

ランを立案する」とは、受入側のＮＰＯに

おいて、ボランティア・マネジメントのた

めの体制を整えることを想定しています。

ＮＰＯが若者等を円滑に受け入れ、適切な

ボランティア・マネジメントにより若者等

が活躍できるのであれば、必ずしも新たな

プログラムを作る必要はありません。



４

（記載書類：仕様書（案）ページ：６）

（８）若者・移住者・女性のＮＰＯ参画

支援の横展開

→これは（１）若者・移住者のＮＰＯ参

画支援を横展開するための講座等という

ことですか？

「（１）若者・移住者のＮＰＯ参画支援」と

「（２）ＮＰＯにおける女性リーダー等の

活躍支援」の２つを横展開するための講座

等を想定しています。活動目標の講座等の

実施回数２回については、県内での横展開

につながるものであれば、（１）に関わる内

容と（２）に関わる内容をそれぞれ１回ず

つ実施してもかまいませんし、（１）と（２）

の両方に関わる内容を２箇所で１回ずつ

実施してもかまいません。

５

（記載書類名：仕様書（案）ページ：４～

６）

仕様書案の中では、「ＮＰＯにおける女性

リーダー」「ＮＰＯ関わる女性リーダー」

「ＮＰＯに参画する女性」と様々な表現が

使われていますが、どのような意図があっ

ての使い分けでしょうか？

２．国庫補助事業に係る業務

「（１）若者・移住者のＮＰＯ参画支援」で

は、既存ＮＰＯが若者等を受け入れる場

合、リーダー的な立場で参画する女性ばか

りではないことから、幅広く捉えて「ＮＰ

Ｏに参画する女性」と表現しています。

「（２）ＮＰＯにおける女性リーダー等の

活躍支援」では、対象者として、これから

リーダー的な立場でＮＰＯ活動を始めよ

うとする女性、ＮＰＯを立ち上げたばかり

の女性リーダー、そのような女性を支援す

る人（男性含む）を想定し、「ＮＰＯにおけ

る女性リーダー等の活躍支援」と表現して

います。

「（４）ＮＰＯに関わる女性リーダー等の

広域ネットワーク化支援」では、参加者と

して、ＮＰＯにおける現役の女性リーダー

や女性リーダー候補者だけでなく、そのよ

うな女性を支援する人（男性含む）や、Ｎ

ＰＯにおける女性リーダーの活躍支援に

関心のある団体等を含め幅広く想定し、

「ＮＰＯに関わる女性リーダー等の広域

ネットワーク化支援」と表現しています。


